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 最 終 学 歴 

        年   月   昭和 ４４年 ３月    大阪大学工学研究科（院） 卒 

 

 現     職 

NPO法人 新現役ネット 技術総合支援グループ（www.gssg-shingeneki.com） 代表 

  

資      格 

  平成２３年 9月

    月 

業界貢献コンサルタント講習終了 

 

 職 務 経 歴 

        年   月       職     務     内     容  

 昭和４４年４月 住友金属工業株式会社 入社 和歌山製鉄所 第５製管工場配属  

昭和５７年１月 同社 和歌山製鉄所 第５製管工場 工場長 

昭和６１年４月 同社 和歌山製鉄所 製管技術室 課長 

昭和６１年７月 同社 鹿島製鉄所   技術部 鋼管形鋼管理室長 

 昭和６３年７月 同社 鹿島製鉄所   厚板建材製造部 次長 

 平成 ２年７月 同社 鹿島製鉄所   厚板建材製造部長 

 平成 ５年７月 同社 鹿島製鉄所   工程部長 

 平成 ６年７月 同社  本社      鋼管技術部長 

 平成１１年４月 住友鋼管株式会社  常務取締役、専務取締役 

  平成１５年７月 

 平成１５年７月 

 

シーモア チュービング インク社長（米国在住）平成２０年７月退社 

 

 

 

 

 

 

 

   平成２２年４月 

 平成２２年 4月 

 

NPO法人 新現役ネット 技術総合支援グループ入会 入会 

 

 

 

 

  平成２８年２月 NPO法人 新現役ネット 技術総合支援グループ 代表  

 

 

 

 

 

 

http://www.gssg-shingeneki.com/


 

専  門 分 野 

   業     種  製造業  

業     界 
ものづくり業界：出身業界は鉄鋼業界、金属業界、自動車部品業界であるが、 

ものづくり全分野に於いては共通課題が多い 

  支援、指導可能項目 

 
１ 経営・戦略・立案 

○経営戦略、計画立案・推進／○事業運営・管理／○業績改善活動 

○工場運営・管理／○製造現場運営・管理／○人材育成 
 

２ 各種開発 

○技術／○製品／○製造技術 

           
 

３ 販路開拓 ○技術営業／○技術サービス 
    

４ 生産・品質管理 

○生産管理／○原価管理、コスト削減／○工程／○品質向上／○（ISO9000） 

／○安全向上／○ＰＬ対策 

○物流管理／○生産性向上／○お客様満足度向上／○経営者、管理者、従業員 

人材育成／○生産プロセス開発、改善／○溶接技術 

 
 

５ 労務管理 

○就業規則／○諸規程／○従業員教育・人材育成／○後継者育成／○安全管理 

○職場風土改善／○環境整備／○小集団活動活性化／○モチベーションUP 
 

                                              

    

 

 

 

支援、指導実績  

① 支援・指導可能な内容  
   企業発展のメカニズムの啓蒙、導入と具体化 

 ―【ものづくり】の基本の伝授し、見えざる資産を拡大させ、見える資産の拡大 ― 

（１） 見えざる資産の拡大： 

  a．人を大事にする風土造り：安全第一・人材育成・力量 UP・職場風土改善 

（風通しの良い活気ある職場） 

  b．改善プロセスの構築 

・経営戦略、中長短期計画作成と推進 ・目標管理導入 ・小集団活動活性化 ・生産管理 ・

品質管理・外注管理・在庫管理・物流管理・コスト合理化・人材育成 

・グローバル化対応 ・PDCA推進 ・日常業務改善 ・職場風土改善 

c．品質向上 ：製品の質の向上 ・人の質の向上 ・仕事の質の向上 

 

  （２） 見える資産の拡大：（１）項の指導のアウトプット 

    a．収益力向上   b. お客様満足度向上、信頼度向上：品質向上、コスト削減、 

納期改善、サービス力向上、ブランド力の向上 



 

 

② 支援実績 
A. 某段ボール会社 従業員 19人、資本金 2000万円 支援４年（H22年 3月～H26年 3月） 

a．主支援内容：現場管理者育成、諸改善活動 

   ① 現場管理者教育 ② 生産性向上 ③ 品質改善活動（不良率削減、 

クレーム削減活動） ④ マネジメント構築（実績検討会活性化他）  

⑤ 管理職、一般者評価制度導入 ⑥ 目標管理の仕組み導入 ⑦ 総務、業務部支援  

⑧ 夏季節電（－１５％）活動商工会議所“節電大賞”受賞  

⑨ 収益改善（生産性向上、経費コストダウン） ⑩ 人材育成  

⑪ 日常の仕事の進め方（PDCA、報・連・相他） 

 

 B. 某切削加工会社 従業員 13人、資本金 1000万円、支援４年継続中（H22年 6月～） 

a．主支援内容：品質管理担当者育成と生産管理、品質改善活動、現場管理者育成、 

     ① 新人品質管理者教育（雇用助成金対応） ② 品質改善活動 ③ 収益改善 

④ 現場管理者育成 ⑤ 生産性向上活動 ⑥ スキル Map & UP 制度  

⑦ グローバル対応人材育成（助成金対応）⑧ 目標管理の仕組み導入 他 

 

 C. 某動力、電力制御盤製作会社 従業員 56人 資本金 7700万円   

支援 1年（H23年 12月～H24年 11月完了） 

    a. 主支援内容：製造部 生産性向上、５S活動 、品質クレーム削減 

        ① 社内不良品削減活動 ② 生産性向上（指標導入、生産管理）  

③ ５S活動改善 ④ 製造部長の業務改善他 

 

 D. 某住宅関連製品製造販売会社 従業員 180人  資本金 9500万円  

       支援：第一次 H25年 2月～H25年 8月、第２次 H25年 11月～H26年 11月完了） 

    a.主支援内容：製造工場の改善活動の活性化  

＝自分達で改善活動推進ができるように＝ 

    ① ５S活動 ② 生産性向上 ③ 経費節減（節電、消資材活動） 

 ④ 生産計画―生産実績管理 ⑤ 人材育成＝力量 MAP作成と推進  

 ⑥ ムダ排除活動 ⑦ 本社生産資材部、物流部門支援 

 

 E. 某ゴムパッキング製造販売会社 従業員 １６人 資本金 1000万円 

       支援期間（H25年 12月～H27年 12月） 

    a.主支援内容： ① ５S活動  ② 業務改善 ③ 生産性向上 ④ 品質改善 

            ⑤ 生産管理システム構築 現在アフターケアー中（ものづくり補助金） 

 F. 某切削加工会社  従業員 7人  資本金 ３００万円 支援 （H27年 1月～H28年 5月） 

    a.主支援内容 ：① 新式切削機械導入（中小企業庁 ものづくり補助金取得） ②５S活動 

            ③ ものづくり補助金受給 ④ 東京都成長産業補助金申請 

 

 G. 某業務用ワックス、剥離材製造販売会社 従業員１５人 資本金 5000万円  

支援 H27年 9月～ 

    a.主支援内容 ：経営改善（経営の PDCA活動、収益向上活動） 

 

 H 某自動車用バッテリー部品製造販売会社 従業員２５人 資本金 ５０００万円  

支援 H27 年１０月～  

    a 支援内容：経営マネジメント改善、人材育成 

  

 I  某事務用、住宅用機器製造販売会社 従業員 ７５名 資本金 １億円 支援 H28 年 4 月～ 

   a 支援内容：① 経営マネジメント改善 ② 生産性向上 ➂ 人材育成 ④ ５S 活動 

 

 

 

 

 

 

 



③ 最近の講演実績 

 A．東京都産業高等専門学校 ものづくり工学科 

テーマ：目指せ！ 【ものづくり】のプロを！！ 

    ・【ものづくりプロ】の心得 ・改善のメカニズム DiiPa 

・企業に持続的成長をもたらす【ものづくり】の基本項目他 

 

 B．品川区 異業種交流会 WASSE２１  

テーマ：物造り概論：・企業に持続的成長をもたらすメカニズム、 

・改善のメカニズムDiiPa、・オヤジ、上司の人間力 他 

 C.東京都中小企業振興公社 多摩支社 異業種交流GR WEB多摩２１ 

  テーマ：物造り概論：・企業に持続的成長をもたらすメカニズム、 

・改善のメカニズムDiiPa、・強い中小企業を目指す企業等  

④ その他個人情報 
 A．職務経験から学んだ事 

（１） 一体なって取り組む改善活動 

Topから間接部門、現場第一線が目標に向かって取り組めば必ず実現できる事 

（２） Engineer 時代 

現場に改善のネタ、解決案がある事、小さな事でも現場と共に悩み考え、共に達成の感動を

味わえた事 

（３） 技術管理担当時代 

お客さまが今欲している事、将来に何を望んでいるかを身をもって体験でき、お客さまと現

場をより近づけ将来に備えて一層のお客様満足度向上に共同研究、開発の 

企画運営が重要な事  

（４） 工場長、製造部長、技術部長、役員、社長時代 

“人”は財産を基本とし “人”を大事にする経営、運営の重要性を認識し、 

又諸活動において“人”の力のヴェクトル合わせに苦労しながらも上手に機能したときの“人”

の力の素晴らしさに感激と感動を味わった事、 米国の事業運営においても共通である。 

 

B． 仕事に対する基本的姿勢 

   “人”を大事にする会社、職場を目指し、目標の明確化、共有化を図りチームワークで 

物事を進めてゆく。 

   王貞治選手時代の言葉 [“も”と“しか”の心] を人間、組織の進歩の真髄と考える。     

                                                

C． 性格 

明朗快活、好奇心旺盛、人の話をよく聞く、なんでも前向きに考える。 

スポーツを愛し 自身も野球、バドミントン行う。スポーツを通じ学ぶべき点、 

人の繋がりを強めることが多い。 

 

 

所属団体： 

①  NPO法人 新現役ネット 技術総合グループ 代表 

② 東京商工会議所 会員 

 ③ 品川区 ものづくり・経営支援課  ビジネス・カタリスト 

 ④ 東京都中小企業家同友会 大田支部会員 

 ⑤ 東京都立産業技術高等専門学校 交流委員会 委員 

 ⑥ 東京都中小企業振興公社支援 異業種交流GR 城南２０００ 

 

 

 

 

 



 


